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1ま え が き

ボリオキシンは斑点落葉病に効果の高い防除剤としてか

なり広範に使用されているが耐性菌が出現しやすい薬剤で

ある。青森県でも昭和49年,1ヒ津軽郡金木町で耐性菌の存

在が確認されたので, この園地での耐性菌の動向を調査す

ると共に津軽地方の各地区から採集 した菌株のポリオキシ

ン感受性を検定したので報告する。

なお,金木町の耐性菌出現ほ場のポリオキシン製剤の使
用回数を表 1に示した。

表 1 ポリオキシン耐性菌出現ほ場での
ポ
'オ
キシン製剤の使用回数

2試 験 方 法

1 耐性菌出現ほ場分離菌のポリオキシン感受性
スターキングデリシャスのり病葉か ら分離した′′ι

`γ
―

れαriα Opp. の胞子浮遊液 をポリォキシン濃度が
'00

pp■l, st ppm, lo ppn(50年 は一部 12 5 pp■ l),  l pp■l

(50年 は一部1 56 ppm), Oppの 検定用平板に白金耳で

塗抹して25℃ で,6時間培養後,菌糸の発育を調査して明ら

かに発育しうる最大濃度を求めた。

2 耐性菌出現ほ場での防除試験
鉢植のスターキングデツシャスに5月 下旬から8月 下旬

まではぼ,0日 間隔で供試薬剤を10回連続散布して防除効果

を比較した。

被害程度の算出法

階 級 0  1   1   1

病斑数 0 1～ 5 6～ 10 11～ 20

階級値 0  1   2   3

παγ,α spp. のポリオキシン感受性 を(1)と 同様の方法で

検定した。

4 51年一般ほ場分離菌のほ場でのポリオキシン耐性
51年一般は場から採集した,oo ppm生育菌5菌株のほ場

での耐性程度を接種法により検定した。対照菌菌株として

K-50(耐 性菌), F-6(感 受性菌)を用いた。
接種胞子濃度  loX lo l視 野約30個

ボリオキシンAL希釈倍数 1,00o倍,2,000傷 も,000倍
1 52年フ月14日 接種 7月 21日 調査
2 52年 フ月2C日 接種  7月 26日 調査
試験期間の降雨

7月 18日  450m  7月 19日  00回
なお,結 果は51年採集菌は51-M-16株についてのみ
示し,他は省略した。

6 試 験 結 果

, 100 ppmで生育可能な菌株の割合は50年は176菌株
中59菌株 (355%)で 54年 1ま 153菌株中54菌株 (222%)
であった(表 2)。

表2 耐性菌出現ほ場分離菌のポリオキツン感受性
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2 1召和 50年 :ポ リォキシンALl,ooo倍 区は 6月 9日 の

第一回調査時からモノックス6CD倍区よりも被害が大きく,

最終的には無散布に近づ き, ポリオキシンALの 効果は極
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めて低かった (図 1)。

昭和51年 :ボ リオキシンALl∞0倍区は無散布区との比

較では5t年よりも効果が高くなったものの,他の 2区に比

較すると効果が低かった(図 2)。

図 1 被害程度の推移 (昭和50年 )

図 2 被害程度の推移 (昭和51年 )

3 -般 ほ場から採案 した菌株で
`00 ppmで

も生育する

菌株の割合は∞年はtOうであったが51年はA区で43ら ,

ポリオキシン製剤を多用している園地から鰐案 したB区で

は82チでA区,D区を合計すると
`3う
であった(表 3)。

これらの菌株の大部分はボ,オ キシンが●O pp■ の培地で

も生育したが,ポ リオキシン添加培地上ではほとんど胞子

を形成 しなかった。又, ポリオキシン100 ppmの溶液中で

は発芽率が極めて低く金末などで採集された耐性菌とは耐

性の程度に差があるものと考えられた。

4 51-M-16:7月 14日接種では対無散布比が255

～301で
「
-6に比較すると高い発病を示したが, 7月 20

日接種では対無散布比が08～ 5'ではぼ完全に発病が阻止

された (表 4)。

なお 51-M-16以外の 4菌株も同様の傾向を示した。7

月14日接種区とω日接種区との差は降雨による影響と考

えられた。散布間隔や降南などを考慮すると51-M-1る の

ような菌が多量に存在するとポリオキシンの効果力抵 下す

るものと考えられる。

表5 -般ほ場分離菌のポリオキシン感受性

年 度
生育可能なポリオキシンの最大濃度(pp⇒
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4 ま  と  め

金木町の耐性菌が出現した目地では511年 8月 以降ポ リオ

キシン製剤の使用を中止した結発 51年は耐性菌の密度が

前年の335,か ら222うに低下したが,現地でのポット試

験では依然 としてポリォキシンALの 効果が低かった。金

木以外の地区では, ほ場で明らかに耐性を示すと考えられ

る菌株が致菌株発見されたにとどまり,耐性菌の出現によ

り斑点落葉病の防除に重大な支障が生したと考えられる日

地はなかったが,ポ リオキシン添加培地上での感受性が低

い菌株が次第に増加する傾向があるのでポリオキシン製剤

の使用にあたっては十分な注意を要する。

O―●無散布 ,
X―Xポ リオキシンAL× 1,lX10
4-△モノックス ×6110   ノ

― キノンドー ×6110
-́O Polv.+Q× 1,lX10+×剛

表4 は場でのポリオキシン耐性程度(接種法)
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ポ リォキ
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